
 
 

  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
  
  
 
  
 

身近なところからの SDGs へのアプローチ  

                    シラチャ日本人学校  校長  藤  枝  茂  雄  

 

この夏休みの機会を利用して、タイ国内の近場の島を訪れた。さすがに国内外から多くの観

光客がやってくる場所だけあって、リゾートとしての設備はよく整えられており、夕食の際の

催し物も観光客を喜ばせるには十分なものだった。観光サービス業界における「顧客満足度」

という観点からすれば、それだけで及第点なのだろうが、学校教育に携わっていると、タイの

恵まれた自然環境をいかに次世代に受け継いでいくかという SDGs の視点も気になるところで

ある。  

 

そのせいもあって、一夜明けた翌日の早朝、本来の海岸ごみの状況が比較的わかりやすい干

潮時に合わせてホテル前の浜辺に出かけてみた。すると、予想通り砂浜から干潟にかけて至る

所に白いプラスティックごみが散在していた。早速、自分の前方の幅 50ｍくらいの範囲の中

から目立ったゴミを拾い集めようと波打ち際へと向かったが、いざ歩き始めてみると、遠くか

らでは見えなかった小さな透明なビニール袋などのごみが干潟にへばりつくようにかなり流れ

着いていることに気が付いた。また、漂流ごみ以外にも地元由来のものと思われる様々な種類

のロープの切れ端なども目についた。容量の大きな肥料用の袋なども打ち上げられていたこと

から、干潟で拾い集めたビニールゴミやプラスチックゴミは、すぐに買い物かご一杯分くらい

になった。  

 

しばらくすると、私よりもやや年配の欧米から

の旅行客と思われる夫婦が、まだほとんど人気の

ない砂浜全体の漂着ごみを集めながら私の方に向

かってきた。同じ志を持つ者同士なので、「おはよ

うございます、ありがとうございます」と声を掛

けてみたところ、彼らからも笑顔とともに感じの

良い挨拶が返ってきた。その後「Trainee」とプリ

ントされたＴシャツを身に付けたホテルの研修生

のグループや海岸清掃を担当する従業員も海岸の
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干潮時の海岸ゴミとそれを拾う観光客  



ごみを片付けにやってきたが、ごみの収集精度は自発的な我々観光客のほうが相当高いように

思われた。  

 

昼頃になると、また新しいごみが波によって海岸に

運ばれてくるようで、別の家族連れの我々と同年代の

夫人が海岸ごみを拾い集めている姿 (写真 )を目にした

が、やはり、この人たちもタイの美しい海岸線を保全

し、次世代へ受け継ぐことの大切さを理解しているの

だろう。  

 

 ところで、今回、タイの海岸に打ち上げられたごみの中に、小さな透明のビニール袋が多く

含まれていたことはとても気になった。なぜならば、それらの袋が海に漂っている時には、外

見上半透明なクラゲによく似たものになるからである。日本に住んでいるときには、「ウミガ

メやクジラなど、海にすむ大型の動物の死骸を調べてみたら、胃袋の中から大量のビニール袋

が見つかった･･･」というニュースをよく耳にしたが、タイの海岸の現状はまさにそのことを

裏付けるようなものであった。  

 

学校教育では SDGs や地球環境問題について学習する機会も多いが、その際、頭の中で知識

として学んで、学習プリントの感想欄に「きれいな地球を守らなければならないと思います」

と記述するだけでは本当の意味での学びになっているとは言えない。実際の生活の中で、タイ

の身近な自然環境のありのままの姿をしっかりと受け止めながら、教室での学びと結びつけて

考え、よりよい未来に向かって行動できることが大切だと思う。  

 

タイのシラチャ校で学ぶ子どもたちには、そのような思考と行動が自然にできるような、グ

ローバルな視野を持った日本人に育ってほしいと願っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは身の回りのことから行動したい  



 

 

 

 

 

 

曇り空の中、整備された運動場で三年ぶりのシラチャ校運動会を無事に終えることができま

した。子どもたちの精一杯の演技や競技と保護者の皆様の温かい声援があふれた感動的な運動

会となりました。  

 

運動会当日の朝は、天気に恵まれ、まさに絶好の運動会日和でした。実行委員会からの司会進

行で入場し、小中学部の応援団長が力強い選手宣誓を行った後、全校で練習してきたラジオ体

操で運動会は始まりました。徒競走では、準備係が均して引いた白線のコースを子どもたちが

精一杯駆け抜けました。走っている子どもだけでなく、出発係や審判係、集計係のスムーズな働

きも大変素晴らしかったです。また、グラウンドは全校児童生徒で小石を拾い、草を抜いたり、

中学生が掃除時間を使ってレーンの整地をしたりと、見えないところでの活躍がたくさんあり

ました。  

 

1、2 年生の「ツバメ〜いろとりどり〜」では、つばめのような踊りを表現してかわいらしさが

あふれていました。また、団体競技「みんなで踊ろう！チェッコリ玉入れ」では、玉入れの間に

愛らしい踊りを披露し、見学している児童生徒も一緒に楽しそうに踊る姿が見られました。会

場全体が楽しい気持ちに包まれました。  

 

3、4 年生の「フラッグ〜でっかい波にのろう  チカラ合わせて〜」では、複雑な隊形移動に何

度も繰り返し練習を重ね、旗を生かして表現することの楽しさを体全体で表現していました。

音楽に合わせた動きのそろった踊りと、キレのある動きがとてもかっこよかったです。また、

「巻き起こせ！UZUSHIO!!」では、一つの棒を協力してつないでいく場面が大いに盛り上がり

ました。  

 

5、6 年生の「シラチャソーラン 2023」では、一糸乱れぬ手の動き、体の動作、集団行動、全

員で協力した演技を通じて感動を呼び起こしました。「繋・Hi・輝」では、白熱しており、綱引

きの勝負が決まるまで見ているこちらもハラハラドキドキでした。  

 

中学生のダンスでは、ダンス係が中心に振付けを考え、ダンスを披露することができました。少

しでも自分を表現しようと精一杯ダンスを披露する姿はとても感動的でした。「中学部全員リレ

ー」では、中学生がテークオーバーゾーンを最大限に利用したバトン練習を繰り返し、回数を重

ねるごとにチームの絆が深まり、本番に臨みました。  

 

これまでの運動会よりも開催時間は短くなりましたが、子どもたちの未知の可能性を再認識

させられる、子どもも大人も充実した半日となりました。温かい声援と拍手をくださった保護

者の皆様、本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新時代へ駆け進め 

～三年分の思いを乗せて～ 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

「人との出会いを大切に」  

  

シラチャ校への採用内定を知らせる 1 本の電話を、私は決して忘れません。夢が叶った瞬間、

信じられないほどの喜びを感じたことを今でも覚えています。  

シラチャに来て早いもので 5 ヶ月が経ちました。今でも街に出てタイの風のにおいを感じる

と、本当にタイに来られたのだなと改めて思うことがあります。  

 

 思えば、自分が教員としてシラチャ校に赴任するまでに様々な人との出会いや縁がありまし

た。小学校 4 年生の時の先生に出会い、教員という職業に憧れを抱いたこと。兵庫から大阪に

転校し不安だった時に、中学校の担任の先生が日本人学校や海外生活の経験を語ってくださり、

日本人学校の存在を初めて知ったこと。高校の先生に、進路面談で「人と向き合う仕事が向いて

いると思うよ。」と背中を押してもらえたこと。大学生になって初めてタイに行き、美しい景色

やタイ人の温かさに感動し、いつかここに住みたいと感じたこと。大学の国際寮で、様々な国籍

の友達ができて良い刺激をもらえたこと。その全てが私にとって宝物のような出会いで、どれ

か一つが欠けていても、今こうして教壇に立つこともタイにいることもなかったと思います。  

 

 シラチャに来てからも、明るく元気で素直な子どもたちに出会うことができました。日々、彼

らの笑顔からパワーをもらっていて、5 ヶ月の間に、子どもたちから学んだことは数え切れま

せん。友達の良いところを見つけるのが上手なシラチャ校の子どもたちは、本当に素敵です。  

 一期一会の出会いを大切に、私も子どもたちにとって夢や希望、素敵な出会いに溢れるよう

な学校や学級づくりができるように、日々教育活動に励んでいきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度着任された先生方の文章を  

順番に紹介していきます。  

今回は２年２組担任  山尾  理恵先生です。  



 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

中学部では、９月１３日（水）に第２回定期考査が行わ

れます。１学期の後半の学習内容が大部分を占めますので、
計画的に勉強を進めておきましょう。  

 

６月に実施した不審者侵入時の際の避難訓練に続き、９
月２０日（水）では、火災発生時の際の避難訓練を行いま
す。火災が起こったら、何に気を付ければよいのか、どの

場所にどのように避難すればいいのか考えてみましょう。
大切な命を守るための大切な学習です。  

 

  

昨年度はオンライン参観でしたが、今年度は 4 年ぶりに
対面でのシラチャ祭となります。１０月５日（木）は児童
生徒鑑賞日、１０月７日（土）は保護者鑑賞日となります。

詳細につきましては、２学期にご案内をします。見ごたえ
のある素晴らしい内容となるよう、小学１年生から中学３
年生まで一丸となって取り組んでいきます。日ごろの学習

の成果をどうぞご覧ください。  

 

担任へ Google 連絡帳等でご一報ください。また、電話

番号が変わられた場合も同様にお願いします。緊急時のご

連絡先（SMS 含む）の把握にも必要となります。  

９月４日（月）は、中３の実力テストです。定期考査と
は違い、これまでの学習内容全てがテスト範囲となりま

す。また、この結果は、高校受験の上で大切な資料にもな
ります。日々の学習を大切に、計画的に取り組んでいきま
しょう。  

 
 
 

再掲  


